
中
島
敦
の
〈
別
府
〉
―
―「
断
片
三
」
を
中
心
に
―
―

橋

本

正

志

【
要

旨
】

中
島
敦
の
「
断
片
三
」
は
、
別
府
に
あ
っ
た
満
鉄
療
養
所
を
舞

台
に
し
て
い
る
。
小
論
で
は
、
中
島
が
肋
膜
炎
療
養
の
た
め
大
連

か
ら
別
府
に
転
地
し
た
経
緯
に
着
目
し
、「
断
片
三
」
が
当
時
の

満
鉄
経
営
の
裏
面
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
実
際
の
療
養
所
の
様
子

を
基
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
く
に
文
中
に
お

け
る
別
府
の
風
景
描
写
は
、
後
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
サ
モ
ア

滞
在
を
描
い
た
「
光
と
風
と
夢
」
に
も
活
か
さ
れ
て
お
り
、
中
島

文
学
の
表
現
と
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

別
府

満
鉄
療
養
所

温
泉

外
地

満
洲

は
じ
め
に

中
島
敦
（
一
九
〇
九
〜
一
九
四
二
）
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
（
十
八
歳

時
）
に
肋
膜
炎
の
療
養
の
た
め
別
府
に
滞
在
し
た
。「
中
島
敦
年
譜
」（
鷺
只
雄
氏

①

し
ゃ
く
け
ん

作
成
）
の
「
注
」
に
よ
れ
ば
、
田
鍋
幸
信
氏
の
中
島
家
十
三
代
靖
（
綽
軒
）
氏

お
み

五
女
（
十
四
代
も
と

臣
氏
の
妹
）
吉
村
彌
生
氏
へ
の
聞
き
書
き
（
昭
和
五
十
七
年
七

月
五
日
）
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
大
連
か
ら
別
府
に
行
く

②

前
、
門
司
に
い
た
私
の
と
こ
ろ
で
四
、
五
日
泊
っ
て
行
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
。

実
際
に
中
島
は
、
そ
の
年
の
秋
口
か
ら
冬
の
間
に
か
け
て
別
府
市
内
の
南
満
洲

鉄
道
株
式
会
社
療
養
所
（
満
鉄
療
養
所
）
に
療
養
し
、
そ
の
経
緯
や
滞
在
経
験
を

基
に
い
く
つ
か
の
文
章
を
執
筆
し
て
い
る
。
現
在
「
断
片
一
（「
病
気
に
な
つ
た

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

時
の
こ
と
」）」、「
断
片
三
（﹇
朝
、
此
の
療
養
所
で
一
番
早
く
、
…
…
﹈）」
と
し

て
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
該
当
し
、
そ
れ
ら
は
「
習
作
」
と
さ
れ
た
初

期
作
品
の
原
形
と
し
て
、
文
字
通
り
「
断
片
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
断
片
」
は
作
品
と
し
て
完
成
さ
れ
た
世
界
を
有
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
そ
の
後
の
中
島
文
学
の
展
開
に
お
い
て
看
過
し
得
な
い
内
容
と
方
法
を
含

ん
で
い
る
。
同
時
代
の
〈
外
地
〉
に
お
け
る
満
鉄
経
営
の
裏
面
と
し
て
〈
内
地
〉

の
満
鉄
療
養
所
を
描
く
な
ど
、
早
く
も
中
島
文
学
を
貫
く
特
質
―
―
広
く
東
ア
ジ

ア
に
生
き
る
人
々
の
姿
を
描
出
す
る
文
学
的
方
法
―
―
が
萌
芽
的
に
表
れ
て
い
る

こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

と
り
わ
け
「
満
洲
」
を
舞
台
と
し
た
習
作
「
Ｄ
市
七
月
叙
景
㈠
」（
第
一
高
等

学
校
『
校
友
会
雑
誌
』
第
三
二
五
号
、
一
九
三
〇
・
一
・
二
一
）
や
、
未
完
の
大

作
「
北
方
行
」
に
は
、
別
府
滞
在
中
の
療
養
体
験
を
活
か
し
て
執
筆
さ
れ
た
場
面

が
多
く
あ
る
。
中
島
文
学
の
出
発
点
と
そ
の
後
の
展
開
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に

す
る
上
で
も
、
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
島
の
「
断
片
三
」
を
中
心
に
、
中
島
の
別
府
療
養
の
経

緯
や
、
舞
台
と
な
っ
た
満
鉄
療
養
所
（
現
在
の
明
豊
中
学
・
高
等
学
校
所
在
地
）

【
論

文
】
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の
詳
細
を
確
認
し
な
が
ら
、
中
島
文
学
に
お
け
る
〈
別
府
〉
の
意
義
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。

一
、
中
島
敦
の
別
府
滞
在
を
め
ぐ
っ
て

た
び
と

ま
ず
、
主
な
中
島
敦
年
譜
の
記
載
事
項
を
確
認
し
て
い
く
。
中
島
は
父
・
田
人

の
朝
鮮
、
龍
山
中
学
校
へ
の
転
勤
に
伴
っ
て
転
入
学
し
た
龍
山
小
学
校
か
ら
、
京

城
府
公
立
京
城
中
学
校
を
四
年
で
卒
業
し
、
そ
の
後
一
九
二
六
（
大
正
十
五
・
昭

和
元
）
年
四
月
、
第
一
高
等
学
校
に
入
学
し
た
。
い
く
つ
か
の
年
譜
を
辿
っ
て
み

る
と
、
そ
の
翌
年
の
夏
、
関
東
庁
立
大
連
第
二
中
学
校
教
諭
嘱
託
と
し
て
転
勤
し

て
い
た
父
の
元
へ
帰
省
し
た
折
に
、
肋
膜
炎
を
患
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
Ⓐ
田
鍋

幸
信
氏
編
「
中
島
敦
年
譜
」
で
は
、

夏
、
大
連
に
帰
省
中
、
肋
膜
炎
で
満
鉄
大
連
医
院
に
入
院
、
二
月
程
で
別
府

の
満
鉄
療
養
所
に
移
り
、
結
局
一
年
間
休
学
、「
病
気
に
な
っ
た
時
の
こ
と
」

③

な
ど
の
習
作
が
あ
る
。（
傍
線
引
用
者
。
以
下
同
じ
）

と
あ
り
、
お
そ
ら
く
中
島
の
「
断
片
三
」
の
内
容
（
作
中
に
登
場
す
る
学
生
「
井

口
」
が
語
る
次
の
一
節
）
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
該
当
箇
所

を
挙
げ
て
み
た
い
。

前
年
の
夏
、
東
京
の
学
校
か
ら
帰
省
中
、
大
連
で
ろ
く
膜
を
患
つ
て
、
そ

こ
で
二
月
程
入
院
し
、
そ
の
予
後
に
満
洲
の
気
候
は
よ
く
な
い
と
い
ふ
の

で
、〔
あ
る
Ｍ
社
の
知
人
の
紹
介
で
〕
冬
の
間
だ
け
此
の
療
養
所
で
過
し
た

の
で
あ
つ
た
（『
全
集
３
』
三
一
七
頁
）

こ
れ
に
関
し
て
、
Ⓑ
勝
又
浩
氏
「
中
島
敦
年
譜
」
も
、
お
そ
ら
く
は
Ⓐ
の
「
中

島
敦
年
譜
」
を
踏
襲
す
る
形
で
、

八
月
、
帰
省
中
に
湿
性
肋
膜
炎
に
か
か
り
大
連
の
満
鉄
病
院
に
入
院
、
一
年

間
休
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
後
、
別
府
の
満
鉄
療
養
所
に
移
り
、
更
に
千

④

葉
県
保
田
あ
た
り
に
転
地
療
養
し
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
最
新
版
『
中
島
敦
全
集
別
巻
』
所
載
の
Ⓒ
鷺
只
雄
氏
「
中
島

敦
年
譜
」
で
は
、

夏
、
大
連
に
帰
省
中
、
肋
膜
炎
に
か
か
り
、
満
鉄
病
院
に
二
ヵ
月
程
入
院
、

⑤

予
後
を
別
府
の
満
鉄
療
養
所
で
養
い
、
一
年
間
休
学
と
な
る
。

と
あ
り
、
そ
の
「
注
」（
五
一
三
頁
）
に
お
い
て
、
先
の
Ⓐ
田
鍋
氏
「
中
島
敦
年

⑥

譜
」
お
よ
び
「
春
、
肋
膜
炎
に
か
か
り
一
年
間
休
学
す
る
」
と
し
た
Ⓓ
郡
司
勝
義

氏
編
「
年
譜
」
に
拠
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
郡
司
氏
「
年
譜
」

に
は
別
府
滞
在
に
関
す
る
記
述
は
な
い
）。

以
上
か
ら
、
中
島
敦
の
別
府
滞
在
は
吉
村
彌
生
氏
に
よ
る
証
言
の
他
に
は
「
断

片
三
」
に
書
か
れ
た
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
文
中
に
「
Ｂ
市
」

と
し
て
描
か
れ
た
街
に
あ
る
「
療
養
所
」
の
記
述
な
ど
を
根
拠
と
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
な
お
齋
藤
勝
氏
は
、
中
島
が
「
断
片
三
」
で
描
い
た
別
府
で
の
療
養
に

か
か
る
内
容
に
つ
い
て
、
事
実
と
し
て
「
こ
の
記
述
を
裏
付
け
た
証
言
は
な
い
」

（
一
三
五
頁
）
と
し
、
ま
た
休
学
（
期
間
）
の
根
拠
と
し
て
も
、
田
人
作
の
「
中

島
敦
年
譜
」（
中
島
敦
著
／
盧
錫
熹
譯
『
李
陵
』
所
収
、
大
平
出
版
公
司
、
一
九

⑦

四
四
・
八
）
の
う
ち
「
因
病
停
学
一
年
」
と
あ
る
部
分
を
挙
げ
て
い
る
。

一
年
間
の
休
学
に
つ
い
て
も
、
Ⓒ
鷺
氏
の
「
中
島
敦
年
譜
」
で
は
、
翌
一
九
二

八
（
昭
和
三
）
年
の
「
四
月
、
二
年
に
復
学
」
と
あ
る
一
方
で
、「
断
片
三
」
の

内
容
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
中
島
が
一
九
二
七
年
の
「
冬
の
間
」
に
別
府
に
滞
在
し

て
、
少
な
く
と
も
「
桜
」
の
咲
く
頃
ま
で
（
作
中
で
は
五
月
に
入
っ
た
時
点
ま
で
）

療
養
生
活
を
送
っ
た
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
た
め
、
実
質
的
な
期
間
は
引
き
続
き

確
認
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
念
の
た
め
各
種
年
譜
の
記
載
事
項
の
根
拠
に
つ
い
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図１ 大連医院
（南満洲鉄道株式会社地方部衛生課編『南満洲鉄道附属地
衛生概況（昭和３年度）』（南満洲鉄道株式会社、１９３０年３
月３０日）より転載）

て
触
れ
た
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
中
島
が
大
連
に
帰
省
し
た
際
に
入
院
し
た
「
大
連
の
満
鉄
病
院
」（
Ⓑ

勝
又
氏
「
中
島
敦
年
譜
」）
は
、
以
下
の
記
事
に
み
え
る
よ
う
に
、「
関
東
都
督
府

所
管
の
大
連
医
院
」
を
満
鉄
が
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
大
連
医
院
」

の
満
鉄
引
き
継
ぎ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

会
社
創
立
以
前
に
在
つ
て
は
大
連
に
関
東
都
督
府
所
管
の
大
連
医
院
と
奉

天
、
公
主
嶺
に
居
留
民
会
の
設
立
し
た
病
院
が
あ
つ
た
何
れ
も
一
般
居
住
者

の
診
療
を
為
し
又
大
連
、
遼
陽
、
奉
天
、
鉄
嶺
、
其
他
六
箇
所
の
地
に
野
戦

鉄
道
提
理
部
所
属
の
診
療
機
関
が
あ
つ
て
専
ら
提
理
部
員
の
診
療
に
従
事
し

て
ゐ
た
明
治
四
十
年
四
月
会
社
は
業
務
開
始
と
共
に
是
等
提
理
部
所
属
の
診

療
機
関
を
引
継
ぎ
本
院
を
大
連
に
、
分
院
を
撫
順
千
金
寨
に
、
出
張
所
を
地

方
八
箇
所
に
置
き
専
ら
会
社
従
業
員
の
治
療
に
当
ら
し
め
た
附
属
地
の
居
住

者
漸
く
増
加
し
同
年
十
月
都
督
府
所
管
の
大
連
医
院
及
居
留
民
会
経
営
の
医

院
を
会
社
に
於
て
引
受
け
た
る
と
同
時
に
医
院
は
総
て
一
般
居
住
者
に
開
放

⑧

す
る
こ
と
ゝ
し
た

以
上
か
ら
、
中
島
が
大
連
で
入
院
し
た
先
は「
大
連
の
満
鉄
病
院
」で
は
な
く
、

Ⓐ
田
鍋
氏
の
「
中
島
敦
年
譜
」
の
呼
称
、
満
鉄
の
「
大
連
医
院
」
が
よ
り
正
確
で

あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
こ
の
満
鉄
の
大
連
医
院
は
、
中
島
が
入
院
す
る
直
前
に
新

築
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
概
観
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
同
資
料
に
「
大
連

医
院
全
景
」
の
写
真
も
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
不
鮮
明
な
た
め
、
別
資
料
か
ら
図

１
の
写
真
を
挙
げ
て
お
く
）。

大
連
医
院
に
至
つ
て
は
大
正
十
二
年
よ
り
新
築
に
著
手
し
十
五
年
竣
工
を
見

内
容
外
観
共
に
我
国
に
於
て
も
其
比
を
見
ざ
る
も
の
で
あ
る
其
敷
地
面
積
二

万
坪
、
近
世
ロ
ー
マ
ネ
ス
ク
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
煉
瓦
幕
壁
張
の
様
式
を
以

て
六
層
の
本
館
並
其
分
館
等
を
建
設
し
之
に
要
し
た
金
額
六
百
余
万
円
に
達

し
総
延
坪
一
万
三
千
六
百
六
十
余
坪
、
本
館
病
床
数
五
百
八
十
余
を
有
し
て

⑨

ゐ
る

と
こ
ろ
で
、
中
島
の
京
城
中
学
校
時
代
の
同
級
生（
三
、
四
年
生
時
）で
あ
り
、

お
や
ま

親
し
い
友
人
の
一
人
で
あ
っ
た
小
山
政
憲
氏（
元
別
府
大
学
文
学
部
英
文
科
教
授
）

が
、
往
時
の
中
島
と
の
交
流
に
つ
い
て
綴
っ
た
文
章
、
文
治
堂
版『
中
島
敦
全
集
』

第
一
巻
月
報
『
ツ
シ
タ
ラ
４
』（
文
治
堂
書
店
、
一
九
六
〇
・
一
一
・
二
〇
印
刷
）

⑩

巻
頭
収
載
の
「
中
島
敦
の
思
い
出
」（
目
次
は
「
中
島
敦
の
思
ひ
出
」）
は
、
中
島

研
究
に
お
い
て
大
変
貴
重
な
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
だ

当
時
大
学
生
で
あ
っ
た
田
鍋
幸
信
氏
が
、
後
に
小
山
氏
の
自
宅
を
訪
問
し
、
聞
き

取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
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「
ツ
シ
タ
ラ
」
に
書
い
た
後
で
、
東
京
の
方
の
大
学
の
学
生
が
、
卒
論
で

と
り
あ
げ
る
か
ら
と
や
っ
て
き
て
ね
。
そ
の
時
は
ま
だ
読
ん
だ
作
品
に
対
す

る
印
象
も
強
か
っ
た
し
、
よ
く
話
し
て
い
た
ん
だ
が
、
そ
の
な
か
で
特
に
よ

く
や
っ
て
き
た
の
は
、
日
大
の
田
鍋
幸
信
と
い
う
人
で
ね
。
私
が
書
い
た
の

を
見
て
感
激
し
て
く
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
き
か
れ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
私
が
知
っ

て
い
る
の
は
月
報
に
書
い
た
ぐ
ら
い
の
こ
と
な
ん
だ
。
そ
れ
で
そ
の
当
時
の

友
だ
ち
を
紹
介
し
て
あ
げ
た
ん
で
す
よ
。
同
窓
の
ね
。
そ
し
た
ら
ね
、
中
島

敦
の
い
ろ
ん
な
面
を
、
そ
の
人
が
集
め
て
く
れ
て
知
っ
た
よ
う
な
こ
と
な
ん

⑪だ。（
原
文
・
横
書
き
）

小
山
氏
の「
私
達
が
湯
浅
猛
君（
克
衛
氏
）等
と
同
人
雑
誌
を
や
っ
て
い
た
が
、

彼
は
交
友
会
誌
に
投
稿
す
る
だ
け
で
、
つ
い
に
仲
間
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
の

回
想
を
は
じ
め
（「
中
島
敦
の
思
い
出
」）、
こ
う
し
た
小
山
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
交
友
関
係
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
田
鍋
氏
の
手
で『
中
島
敦
・
光
と
影
』（
前

出
）
の
中
に
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
下
記
の
『
交
友
会
誌
』
に
関
す
る
証
言
も

含
め
て
、
い
ず
れ
も
当
時
の
中
島
の
姿
が
鮮
や
か
に
甦
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

小
山
氏
は
、「『
校
友
会
雑
誌
』
そ
の
他
の
こ
と
」
に
お
い
て
も
、

中
島
君
が
京
城
中
学
の
『
校
友
会
雑
誌
』
に
作
品
を
出
し
た
の
は
、
三
年

生
の
時
、
漢
詩
と
所
感
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
は
っ
き
り

は
し
ま
せ
ん
。
ま
た
訳
詩
集
の
よ
う
な
も
の
も
出
し
、
そ
の
中
に
ボ
ー
ド

レ
ー
ル
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
こ
れ
ま
た
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
」（『
中

島
敦
・
光
と
影
』
所
収
、
一
九
八
頁
）

と
の
証
言
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
中
島
の
京
城
中
学
時
代
の
逸
話
は
、
田
鍋
氏

に
よ
る
聞
き
書
き
の
経
緯
な
ど
を
含
め
て
、
あ
ら
た
め
て
貴
重
な
内
容
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
残
念
な
が
ら
、「
漢
詩
と
所
感
」「
訳
詩
集
」
に
類
す
る
作
品
は
現
在

ま
で
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
中
島
が
在
学
し
て
い
た
間（
大
正
十
一
〜
十
五
年
）

の
京
城
中
学
の
『
校
友
会
誌
』
が
見
つ
か
れ
ば
、
中
島
文
学
の
初
期
作
品
の
特
質

と
そ
の
後
の
展
開
の
解
明
に
繫
が
る
第
一
級
の
資
料
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、
切

に
「
発
見
」
を
期
待
し
た
い
。

二
、
別
府
の
満
鉄
療
養
所
に
つ
い
て

さ
て
、
小
山
氏
と
田
鍋
氏
の
交
流
は
そ
の
後
も
続
き
、
後
年
田
鍋
氏
は
小
山
氏

と
と
も
に
別
府
の
満
鉄
療
養
所
に
つ
い
て
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
中
島
と
満

鉄
療
養
所
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
小
山
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
た
中
島
君
が
一
高
時
代
、
休
学
し
て
療
養
し
た
と
言
わ
れ
る
満
鉄
療
養

所
は
現
在
私
の
住
ん
で
い
る
近
く
の
明
星
学
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。
玄
関
や

池
な
ど
は
当
時
の
ま
ま
で
、
た
だ
も
っ
と
松
林
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
戦

後
、
進
駐
軍
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
孤
児
院
と
な
り
、
そ
の
後
明
星
学
園

に
な
っ
た
も
の
で
す
。（『
中
島
敦
・
光
と
影
』
所
収
、
二
〇
〇
頁
）

田
鍋
さ
ん
は
今
で
は
、
中
島
敦
研
究
の
第
一
人
者
で
ね
、
昭
和
５６
年
に

マ
マ

「
写
真
集
中
島
敦
」（
創
林
社
）
を
編
集
し
た
。

そ
の
時
や
っ
て
き
て
、
満
鉄
の
保
養
所
は
ど
こ
だ
ろ
う
っ
て
き
か
れ
て

ね
。
私
も
い
っ
し
ょ
に
探
し
た
が
、
結
局
明
星
学
園
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
敦
が
入
っ
て
い
た
療
舎
は
も
う
な
い
で
す
ね
。
写
真
集

に
初
め
は
今
の
姿
を
入
れ
た
ら
と
考
え
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
で
は
昔
の
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
の
で
や
め
た
ん
で
す
。

―
満
鉄
の
療
養
所
に
い
た
の
は
何
年
頃
で
す
か
？

大
正
１５
年
（
昭
和
元
年
）
４
月
に
第
一
高
等
学
校
文
科
甲
類
に
入
っ
て
、

そ
の
翌
年
に
肋
膜
炎
で
一
年
間
休
学
し
た
時
だ
と
思
う
。

―
年
譜
の
昭
和
７
年
の
と
こ
ろ
に
「
療
養
所
に
て
」
と
い
う
短
篇
を
も
く

ろ
む
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
満
鉄
の
療
養
所
で
し
ょ
う
か
？
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図２ 鶴見岳を背にした別府ホテル
（絵葉書、萩原号、全体部分、大正前期～後期頃か）

そ
う
で
す
ね
。
草
稿
が
残
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま

⑫す。（
原
文
・
横
書
き
）

証
言
内
の
「
明
星
学
園
」
は
、
周
知
の
通
り
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
学
校

法
人
別
府
大
学
と
合
併
し
、
そ
の
う
ち
明
星
中
学
校
・
高
等
学
校
は
現
在
、
明
豊

中
学
・
高
等
学
校
に
な
っ
て
い
る
。
満
鉄
療
養
所
は
同
校
の
敷
地
に
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
が
、
こ
の
満
鉄
療
養
所
（
満
鉄
別
府
療
養
所
）
は
、
元
々
別
府
ホ
テ
ル

と
し
て
営
業
さ
れ
て
い
た
建
物
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、『
別
府
市
誌
』
に
よ

れ
ば
「
別
府
市
街
の
西
方
十
六
町
に
し
て
、
京
都
帝
国
大
学
附
設
地
球
物
理
学
研

究
所
の
西
に
隣
接
す
、
当
初
大
阪
商
船
株
式
会
社
の
別
府
ホ
テ
ル
と
し
て
経
営
せ

し
所
な
り
。
地
積
五
千
六
百
坪
、
風
光
の
美
な
る
こ
と
、
物
理
学
研
究
所
と
共

⑬

に
、
別
府
郊
外
の
双
璧
と
称
せ
ら
る
」
と
の
評
判
で
あ
っ
た
。
他
の
資
料
に
も
ま

た
、

別
府
に
ホ
テ
ル
（
別
府
ホ
テ
ル
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
四
四
年
九
月

で
あ
っ
た
。
寝
台
付
客
室
（
洋
室
）
一
四
、
畳
敷
客
室
（
和
室
）
七
室
の
ほ

マ
マ

か
、
遊
技
室
、
応
接
室
、
玉
突
室
、
酒
場
、
大
小
四
つ
の
浴
室
を
備
え
た
も

の
で
、「
眺
望
の
雄
大
に
し
て
佳
絶
を
極
む
る
の
点
に
至
り
て
は
、
比
を
全

国
中
の
ホ
テ
ル
に
見
る
も
の
無
か
る
べ
し
」（
大
正
三
年
『
別
府
町
史
』
全
）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
の
明
星
学
園
の
所
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

⑭

満
鉄
別
府
療
養
所
を
経
て
、
の
ち
に
小
百
合
愛
児
園
と
な
っ
た
。

と
あ
る
。
た
し
か
に
中
島
の
「
断
片
三
」
に
も
「
木
造
の
灰
色
に
塗
つ
た
二
階
だ

て
の
洋
館
」
で
、

人
々
は
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
に
、
よ
く
出
て
く
る
や
う
に
な
つ
た
。
／
ヴ
ェ
ラ
ン

ま
ち

ダ
の
上
か
ら
は
、
庭
の
大
き
な
松
を
こ
し
て
、
市
の
小
さ
く
ま
と
ま
つ
た

〔
ウ
ス
鼠
色
の
〕
屋
根
瓦
の
列
の
上
に
、
海
が
霧
の
様
に
ぼ
ん
や
り
浮
ん
で

見
え
た
。（『
全
集
３
』
三
二
一
頁
）

タ

マ

夜
に
な
る
と
、
人
々
は
娯
楽
室
に
集
つ
た
。
／
撞
球
と
麻
雀
と
、
ト
ラ
ン

プ
と
将
棋
と
蓄
音
器
と
に
各
々
別
れ
て
、
夜
お
そ
く
ま
で
騒
い
で
居
た
。

（『
全
集
３
』
三
二
三
頁
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
断
片
三
」
の
舞
台
の
「
療
養
所
」
は
、
こ
の
旧
別
府
ホ
テ

ル
の
建
物
（
図
２
参
照
）
を
利
用
し
た
満
鉄
療
養
所
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と

み
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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以
下
に
経
緯
を
ま
と
め
る
と
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
九
月
に
大
阪
商

⑮

船
株
式
会
社
に
よ
り
別
府
ホ
テ
ル
が
「
最
初
の
ホ
テ
ル
」
と
し
て
竣
工
し
、
そ
の

後
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
八
月
に
満
鉄
の
別
府
療
養
所
と
な
っ
た
。
後
に
別

府
満
鉄
館
と
改
称
さ
れ
た
が（
後
述
）、
戦
後
に「
土
地
七
、
二
三
七
・
〇
〇
」「
建

物
四
〇
四
・
〇
〇
」（
坪
数
）、「
土
地
三
六
一
、
八
五
〇
・
〇
〇
」「
六
一
四
、
四

五
七
・
〇
〇
」（
簿
価
）、「
一
、
三
七
二
、
九
六
三
・
六
三
」（
処
分
価
格
）、「
三

九
六
、
六
五
六
・
六
三
」（
処
分
益
）
の
査
定
額
で
、「
備
付
什
器
簿
価
七
、
〇
三

六
・
三
七
円
と
と
も
に
一
、
三
八
〇
、
〇
〇
〇
円
を
も
つ
て
大
分
県
庁
に
特
譲
」

⑯

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
次
の
通
り
、
小
百
合
愛
児
園
の
分
園
と
な
り
、
さ
ら

に
明
星
学
園
を
経
て
、
現
在
は
明
豊
中
学
・
高
等
学
校
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
見
て
く
る
と
、
当
地
は
戦
前
か
ら
戦
後
を
通
じ
て
、
一
貫
し
て
療
養
や
養

育
、
教
育
の
場
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
恢
復
や
成
長
な
ど
に
関
わ
っ
て
き

た
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

昭
和
六
年
此
の
地
に
さ
さ
や
か
な
家
を
作
り
、
修
道
院
と
し
て
修
養
と
教

化
の
道
に
い
そ
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
八
年
十
月
六
日
の
朝
玄
関
先

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
可
愛
い
い
赤
ち
や
ん
を
拾
い
上
げ
て
養
育
し
た
の
が
は

じ
ま
り
で
、
小
百
合
愛
児
園
の
名
前
の
も
と
に
乳
幼
児
の
収
容
施
設
と
し
て

発
足
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
昭
和
十
年
六
月
八
日
で
時
已
に
十
五

名
を
収
容
し
て
お
り
ま
し
た
。
／
〔
中
略
〕
終
戦
後
は
戦
災
引
揚
な
ど
に
よ

つ
て
収
容
を
要
す
る
子
供
が
急
に
増
加
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
園
舎
狭
隘
の

た
め
全
く
収
容
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
／
こ
の
時
県
は
元
の
満
鉄
療
養

所
を
買
収
し
、
児
童
保
護
施
設
と
し
て
経
営
を
本
園
に
委
託
さ
れ
ま
し
た
の

⑰

で
、
こ
れ
を
小
百
合
愛
児
園
と
し
て
経
営
し
今
日
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
『
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
第
二
次
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
八

月
に
別
府
に
「
療
養
所
」
が
設
置
さ
れ
、
翌
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
五
月
か

ら
入
所
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う
。

業
務
上
傷
痍
疾
病
の
為
入
院
治
療
を
受
く
る
者
年
々
六
百
名
内
外
に
達
し

中
に
は
温
泉
療
養
を
必
要
と
す
る
者
亦
尠
か
ら
ざ
る
を
以
て
会
社
は
大
正
十

一
年
四
月
以
来
湯
崗
子
温
泉
の
一
部
を
借
上
げ
会
社
温
泉
療
養
所
に
充
て
治

療
上
遺
憾
な
き
を
期
せ
り

然
る
に
右
患
者
中
に
は
内
地
に
転
地
療
養
せ
し
め
其
の
経
過
を
一
層
佳
良

な
ら
し
む
る
必
要
を
認
め
ら
る
ゝ
も
の
あ
る
に
依
り
大
正
十
三
年
八
月
大
分

県
別
府
に
療
養
所
を
設
置
し
（
十
四
年
五
月
よ
り
入
所
せ
し
む
）
是
等
の
患

者
を
収
容
す
る
と
共
に
社
員
及
家
族
並
満
洲
関
係
者
の
為
汎
く
開
放
し
て
一

般
の
療
養
に
便
な
ら
し
む
る
こ
と
と
せ
り
今
別
府
療
養
所
に
於
け
る
収
支
を

⑱

示
せ
ば
左
の
如
し

た
し
か
に
「
断
片
三
」
に
は
、「
従
業
員
で
は
な
く
た
ゞ
、
縁
故
や
紹
介
で
、

此
処
に
泊
つ
て
居
る
も
の
が
三
四
人
は
居
た
」（
三
一
七
頁
）
と
あ
り
、
満
鉄
の

社
員
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
や
満
洲
関
係
者
な
ど
の
一
般
に
広
く
開
放
し
た
、

と
い
う
療
養
所
の
収
容
者
資
格
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
別
府
の

療
養
所
の
収
支
（
昭
和
元
年
度
）
は
、
収
入
が
五
、
五
四
九
円
、
支
出
が
一
三
、

二
八
九
円
、
不
足
が
七
、
七
四
〇
円
で
あ
り
、
設
置
以
来
赤
字
経
営
が
続
い
て
い

⑲

た
よ
う
で
あ
る
。
他
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
同
内
容
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

収
容
資
格
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
当
時
の
条
件
が
そ
の
ま
ま
「
断
片
三
」
の
記
述
に

反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

大
正
十
一
年
四
月
湯
崗
子
温
泉
に
公
傷
社
員
の
為
に
療
養
所
を
設
け
又
十
三

年
八
月
大
分
県
別
府
に
同
様
の
設
備
を
な
し
疾
病
に
罹
れ
る
一
般
社
員
は
勿

⑳

論
家
族
に
も
亦
加
療
の
便
を
与
へ
て
ゐ
る

業
務
上
ノ
傷
痍
疾
病
ノ
為
入
院
治
療
ヲ
受
ク
ル
者
年
々
６００
名
内
外
ニ
達

シ
、
中
ニ
ハ
温
泉
療
養
ヲ
必
要
ト
ス
ル
者
亦
尠
カ
ラ
ス
、
依
テ
大
正
１１
年
４

月
以
来
、
湯
崗
子
温
泉
ノ
一
部
ヲ
借
上
ケ
、
会
社
温
泉
療
養
所
ニ
充
当
シ
以
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テ
此
等
患
者
ヲ
収
容
シ
治
療
上
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
リ
、
然
ル
ニ
右
患
者
ノ
中

ニ
ハ
内
地
ニ
転
地
療
養
セ
シ
ム
レ
ハ
疾
病
ノ
経
過
上
一
層
好
果
ヲ
来
ス
ヘ
シ

ト
認
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ア
リ
、
依
テ
大
正
１３
年
９
月
以
来
大
分
県
別
府
ニ
満
鉄

別
府
療
養
所
ヲ
設
置
シ
之
等
患
者
ヲ
収
容
ス
ル
ト
共
ニ
社
員
及
其
ノ
家
族
並

満
洲
関
係
者
ノ
為
ニ
汎
ク
開
放
シ
以
テ
一
般
療
養
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ト

㉑

セ
リ
。（
原
文
・
横
書
き
）

中
島
が
大
連
医
院
か
ら
別
府
の
満
鉄
療
養
所
に
移
っ
た
理
由
に
関
す
る
詳
細
な

資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
大
連
か
ら
の
「
内
地
」
転
院
の
背
景

に
、「
断
片
三
」
に
記
さ
れ
た
「
気
候
」
の
問
題
以
外
に
も
こ
う
し
た
満
鉄
の
公

傷
・
疾
病
社
員
と
そ
の
家
族
ら
を
対
象
と
す
る
別
府
の
療
養
所
新
設
に
伴
う
実
情

が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
満
洲
関
係
者
」
の
患
者
と
し
て
「
内
地
」
へ
の
「
転

地
療
養
」
に
よ
る
病
状
快
復
が
見
込
ま
れ
る
と
の
観
測
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
選

択
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

実
際
に「
断
片
三
」に
登
場
す
る
学
生
の「
井
口
」も「
従
業
員
で
は
な
く
た
ゞ
、

縁
故
や
紹
介
で
、
此
処
に
泊
つ
て
居
る
も
の
が
三
四
人
は
居
た
」
う
ち
の
一
人
と

し
て
描
か
れ
て
お
り
、
中
島
も
自
ら
の
境
遇
を
そ
う
し
た
記
述
に
重
ね
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

前
年
の
夏
、
東
京
の
学
校
か
ら
帰
省
中
、
大
連
で
ろ
く
膜
を
患
つ
て
、
そ

こ
で
二
月
程
入
院
し
、
そ
の
予
後
に
満
洲
の
気
候
は
よ
く
な
い
と
い
ふ
の

で
、〔
あ
る
Ｍ
社
の
知
人
の
紹
介
で
〕
冬
の
間
だ
け
此
の
療
養
所
で
過
し
た

の
で
あ
つ
た
（『
全
集
３
』
三
一
七
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
別
府
の
満
鉄
療
養
所
は
、
公
傷
・
疾
病
社
員
の
た
め
に
設
置
さ

れ
た
施
設
で
は
あ
っ
た
が
、
設
置
以
来
継
続
し
て
「
一
般
社
員
」
の
み
な
ら
ず
そ

の
「
家
族
」
や
「
満
洲
関
係
者
」
に
も
加
療
の
機
会
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か

ひ

た

き

る
。
中
島
自
身
も
、
お
そ
ら
く
父
や
関
東
庁
の
官
僚
で
あ
っ
た
叔
父
・
比
多
吉
の

「
縁
故
や
紹
介
」
で
入
所
し
た
経
緯
が
「
断
片
三
」
の
記
述
の
背
景
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
の
入
院
治
療
に
か
か
る
体
験
が
執
筆
動
機
と
な
り
、

「
断
片
一
」
や
「
断
片
三
」
の
筆
致
や
舞
台
設
定
、
表
現
に
強
い
影
響
を
与
え
て

い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
小
山
氏
が
先
の
証
言
で
触
れ
た
「「
療
養
所
に
て
」
と
い
う
短
篇
」

の
「
草
稿
」
に
相
当
す
る
も
の
は
、「
断
片
三
」
あ
る
い
は
「
断
片
一
」
で
あ
ろ

う
が
、
た
し
か
に
「
断
片
三
」
に
お
い
て
「
低
い
石
垣
」
の
中
程
の
「
門
柱
の
標

札
」
に
「
Ｍ
会
社
療
養
所
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
設
定
を
、
当
時
の
満
鉄

療
養
所
の
写
真
資
料
と
突
き
合
わ
せ
て
み
て
も
、
か
な
り
事
実
に
近
い
舞
台
設
定

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
図
３
参
照
）。
ま
た
、「
断
片
一
」の
冒
頭
に
お
い
て「
小

図３ 満鉄療養所の門柱と石垣
（絵葉書「別府百景」左下部分、大正後期～昭和戦前期頃か）
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説
」
で
は
な
く
、
事
物
を
淡
々
と
描
写
し
よ
う
と
す
る
「
練
習
」
と
し
て
綴
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
関
連
付
け
れ
ば
、「
断
片
三
」
の
内
容
か
ら
は
、
当
時
の
満
鉄
療

養
所
の
実
情
を
写
し
取
り
、「
練
習
」
と
は
い
え
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
描
写
し

よ
う
と
し
て
い
た
中
島
の
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
断
片
三
」
は
、
当
時
の
満
洲
に
お
け
る
鉄
道
経
営
と
の
関
わ
り
で
、

そ
の
裏
面
た
る
「
公
傷
社
員
」
ら
を
対
象
と
し
た
福
利
厚
生
施
設
の
新
設
と
い
っ

た
当
時
の
社
会
的
な
事
実
を
織
り
込
み
な
が
ら
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
中
島
が
療
養
し
た
昭
和
二
年
度
の
収
容
患
者
数
は
四
十
八
名
で
、
延
べ
人

㉒

数
は
二
、
二
〇
六
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。ま
た
『
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
三
十
年

略
史
』に
は
、
次
に
引
く
通
り
、
一
九
二
四
年
九
月
に「
大
分
県
別
府
満
鉄
館（
元

別
府
療
養
所
と
称
し
た
）を
新
設
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
九
三
五（
昭

和
十
）
年
度
末
ま
で
に
満
鉄
療
養
所
か
ら
名
称
が
変
更
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
当
時
の
収
容
人
数
は
「
プ
レ
ベ
ン
ト
リ
ウ
ム
」
三
十
床
（
五
四
〇
頁
の
次
表
）

で
あ
っ
た
。

会
社
社
員
に
し
て
業
務
上
傷
病
の
為
入
院
治
療
を
受
く
る
者
の
中
、
温
泉
療

養
を
必
要
と
す
る
も
の
及
冬
季
内
地
に
転
地
療
養
せ
し
む
れ
ば
疾
病
の
経
過

上
尚
一
層
効
果
あ
り
と
認
め
ら
る
ゝ
も
の
に
対
し
て
は
、
会
社
は
こ
れ
等
患

者
の
治
療
上
遺
憾
な
き
を
期
す
る
為
、
大
正
十
一
年
度
湯
崗
子
に
同
地
温
泉

会
社
の
一
部
を
仮
受
け
湯
崗
子
温
泉
療
養
所
を
設
置
し
、
又
同
十
三
年
九
月

大
分
県
別
府
満
鉄
館
（
元
別
府
療
養
所
と
称
し
た
）
を
新
設
し
こ
れ
等
患
者

を
収
容
し
て
療
養
に
努
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
後
者
は
公
傷
患
者
の
み
な
ら
ず

社
員
及
そ
の
家
族
並
満
洲
関
係
者
の
為
汎
く
開
放
し
以
て
結
核
以
外
の
一
般

㉓

療
養
者
の
便
に
供
し
て
ゐ
る
。

以
上
か
ら
、「
断
片
三
」
に
描
か
れ
た
「
Ｍ
会
社
療
養
所
」
の
様
子
は
、
実
際

の
満
鉄
療
養
所
の
状
況
に
ほ
ぼ
合
致
し
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
舞
台
と
し

て
は
、
大
方
事
実
に
即
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
解
釈
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。「
断
片
三
」
の
背
景
に
は
、
満
鉄
の
公
傷
・
疾
病
社
員
や
そ
の
家
族
ら
満

洲
関
係
者
を
対
象
に
、
と
く
に
冬
季
の
「
転
地
療
養
」
の
場
と
し
て
、
温
泉
地
別

府
が
治
療
恢
復
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
当
時
の
情
況
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
、「
断
片
三
」
に
描
か
れ
た
「
療
養
所
」

引
き
続
き
「
断
片
三
」
の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
舞
台
の
「
療
養
所
」
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。
と
く
に
「
療
養
所
」
の
所
在
地
や
街
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
き
た
い
。

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

あ
ら
た
め
て
「
断
片
三
」
の
舞
台
は
「
Ｂ
市
」
の
「
療
養
所
」
で
あ
る
。「
一
」

で
は
、
主
人
公
の
学
生
「
井
口
」
は
肋
膜
炎
を
患
っ
て
お
り
、
そ
の
療
養
の
た
め

お
ば
あ
さ
ん

に
「
二
階
」
に
滞
在
し
て
い
る
。
階
下
の
「
ロ
シ
ヤ
人
の
老
婆
」
は
、
今
「
日
本

つ

の
南
の
海
岸
」の「
温
泉
地
」に
来
て
い
る
こ
と
に「
思
は
ず
深
い
溜
息
を
吐
く
」。

他
に
も
「
満
洲
か
ら
来
た
、
鉄
嶺
で
全
身
や
け
ど
を
し
た
の
だ
と
い
ふ
赤
ら
顔
の

男
」
も
い
る
。

「
二
」
の
冒
頭
で
、
温
泉
地
「
Ｂ
市
」
と
「
療
養
所
」
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。温

泉
地
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
気
候
の
温
暖
な
点
で
も
有
名
な
裏
九
州

の
Ｂ
市
の
ず
つ
と
山
の
手
の
高
地
で
、
殆
ん
ど
Ｔ
山
の
麓
と
い
つ
て
い
ゝ
位

の
所
で
、
低
い
石
垣
に
小
松
を
植
え
並
べ
た
構
ひ
の
中
程
の
、
古
び
て
、
見

す
ぼ
ら
し
い
門
柱
の
標
札
に
よ
る
と
、「
Ｍ
会
社
療
養
所
」と
な
つ
て
居
る
。

（『
全
集
３
』
三
一
七
頁
）

こ
の
「
Ｂ
市
」
は
も
ち
ろ
ん
別
府
市
、「
療
養
所
」
は
満
鉄
療
養
所
を
指
し
て

い
る
。
そ
の
「
Ｂ
市
」
の
「
ず
つ
と
山
の
手
の
高
地
」
で
「
Ｔ
山
」（
鶴
見
岳
か
）

の
麓
に
位
置
し
て
い
る
「
療
養
所
の
前
の
街
道
を
、
毎
日
、
時
間
を
き
め
た
遊
覧

自
働
車
が
白
い
埃
を
立
て
ゝ
通
つ
て
行
つ
た
」（
三
二
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
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図４ 遊覧自動車の一例
（絵葉書「別府百景」左下部分、大正後期～昭和戦前期頃か）

地
名

西
暦

和
暦

月

事

項

Ｂ
市

一
八
九
三

明
治
26

四
月

大
分
県
速
見
郡
別
府
町
と
な
る
。

一
九
二
四

大
正
13

四
月

大
分
県
別
府
市
と
な
る
。

Ｏ
町

一
八
七
八

明
治
11

十
一
月

大
分
県
速
見
郡
が
発
足
。

一
八
八
九

明
治
22

四
月

大
分
県
速
見
郡
御
越
村
（
亀
川
村
、

内
竈
村
、
野
田
村
が
合
併
）と
な
る
。

一
九
〇
一

明
治
34

十
一
月

大
分
県
速
見
郡
御
越
町
と
な
る
。

一
九
二
五

大
正
14

一
月

大
分
県
速
見
郡
亀
川
町
と
な
る
。
な

お
、
一
九
一
一
（
明
治
44
）
年
十
月

に
御
越
町
を
亀
川
町
に
改
称
し
た
と

㉖

す
る
文
献
も
あ
る
）。

一
九
三
五

昭
和
10

九
月

大
分
県
別
府
市
と
合
併
す
る
。

表
一
「
断
片
三
」
に
お
け
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
地
名
に
つ
い
て

※
本
表
は
『
別
府
市
誌
』（
前
出
）
な
ど
を
参
照
し
て
筆
者
が
作
成
し
た
。

「
療
養
所
」
は
「
遊
覧
自
動
車
」（
図
４
参
照
）
の
走
行
す
る
街
道
沿
い
に
あ
っ

た
。
た
し
か
に
別
府
よ
り
観
海
寺
方
面
、
亀
川
方
面
か
ら
名
所
地
獄
を
巡
る
バ
ス

㉔

が
発
着
す
る
な
ど
、
当
時
の
満
鉄
療
養
所
前
の
通
り
は
、
定
期
的
な
交
通
が
あ
る

場
所
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
交
通
調
査

㉕

記
録
が
掲
載
さ
れ
た
文
献
を
見
る
と
、
実
際
の
「
満
鉄
療
養
所
前
」
は
、
別
府
駅

周
辺
と
比
べ
れ
ば
交
通
量
が
少
な
く
、
中
島
が
訪
れ
た
当
時
も
比
較
的
閑
静
な
場

所
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
「
療
養
所
の
所
長
」
で
あ
る
「
Ｋ
氏
」
は
「
隣
町
の
や
は
り
、
温
泉
場
で

あ
る
Ｏ
町
か
ら
通
つ
て
居
る
」（
三
一
八
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
「
Ｏ
町
」
と
は
お

お
こ
し

そ
ら
く
「
御
越
町
」（
現
在
の
別
府
市
亀
川
に
属
す
る
）
を
指
す
で
あ
ろ
う
か
（
な

お
ば
た
け

お
と
ば
る

お
、
他
に
大
畑
、
乙
原
、
あ
る
い
は
大
分
な
ど
の
地
名
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
引

き
続
き
調
査
中
で
あ
る
。
御
越
町
は
中
島
が
一
九
二
七
年
に
別
府
を
訪
れ
る
以
前

に
、
す
で
に
速
見
郡
亀
川
町
と
な
っ
て
い
た
た
め
、「
断
片
三
」の
時
間
設
定
は
、

中
島
が
滞
在
し
た
期
間
外
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
）。
表
一
は
、
こ
れ
ら
「
断
片
三
」

に
お
け
る
地
名
（
当
時
）
の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
川
村
湊
氏
は
、「
断
片
三
」
に
つ
い
て
「
別
府
の
療
養
所
で
の
体
験
を

も
と
に
し
て
、
私
小
説
的
な
も
の
と
し
て
試
み
た
創
作
」
で
あ
り
「
歴
史
に
押
し

流
さ
れ
、
取
り
残
さ
れ
た
人
々
の
姿
を
、
共
感
を
持
っ
て
描
こ
う
と
し
た
」
と
高

㉗

く
評
価
し
て
い
る
。
同
氏
は
後
の
習
作
「
Ｄ
市
七
月
叙
景
㈠
」
に
つ
い
て
も
、

満
洲
に
つ
い
て
は
「
Ｄ
市
七
月
叙
景
」
の
な
か
で
満
鉄
総
裁
や
社
員
の
こ

と
と
か
、
け
っ
こ
う
そ
れ
な
り
に
調
べ
て
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
す
ね
。
満
鉄
附
属
病
院
に
入
っ
て
、
そ
の
あ
と
別
府
の
満
鉄
療
養
所
に
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行
っ
て
ま
し
た
か
ら
「
Ｄ
市
七
月
叙
景
」
で
書
か
れ
て
あ
る
内
容
は
、
別
府

の
そ
の
満
鉄
療
養
所
な
ん
か
で
関
係
者
の
患
者
さ
ん
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
聞

㉘

い
た
話
が
書
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

と
も
指
摘
し
て
お
り
、
た
し
か
に
「
断
片
三
」
の
後
半
（
と
く
に
「
四
」「
五
」

の
内
容
）
に
列
挙
さ
れ
た
「
Ｍ
社
」
へ
の
不
満
な
ど
は
（
一
部
は
中
島
の
親
族
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
内
容
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
）、
中
島
が
別
府
の
満
鉄
療

養
所
で
の
滞
在
中
に
「
公
傷
社
員
」
ら
か
ら
見
聞
し
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。「
断
片
三
」
に
は
「
満
洲
」
開
発
の
過
程
で
犠
牲
と
な

り
、
見
捨
て
ら
れ
た
現
地
の
「
苦
力
」
ら
へ
の
強
い
関
心
も
窺
え
る
。
後
に
長
篇

「
北
方
行
」（
未
完
）
で
試
み
ら
れ
た
厳
し
い
社
会
状
況
の
下
で
生
き
る
人
間
の

追
究
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
先
行
的
に
表
れ
て
お
り
、
中
島
文
学
を
貫
く
姿
勢
が
形

成
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
〈
外
地
〉
で
の
過
酷
な
労

働
の
さ
な
か
に
負
傷
し
、
そ
の
治
療
の
た
め
に
〈
内
地
〉
へ
渡
っ
た
満
鉄
の
従
業

員
や
そ
の
家
族
の
姿
に
、
自
身
の
京
城
中
学
校
時
代
ま
で
の
〈
外
地
〉
体
験
と
肋

膜
炎
に
よ
る
入
院
、
転
地
療
養
と
い
っ
た
境
遇
を
重
ね
る
よ
う
に
し
て
、
同
時
代

に
生
き
る
人
々
の
姿
を
物
語
に
紡
ご
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
満
洲
政
策
の
要
で
も
あ
っ
た
鉄
道
経
営
の
陰
で
翻
弄
さ
れ
る
人
間
の
姿

に
、
中
島
の
最
た
る
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
う
し
た
国
籍
を

超
え
た
人
間
へ
の
眼
差
し
と
自
身
の
療
養
体
験
と
を
重
ね
て
省
察
す
る
場
所
と
し

て
、「
Ｂ
市
」
の
「
療
養
所
」
は
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
中

島
の
「
断
片
三
」
に
描
か
れ
た
〈
別
府
〉
は
、
同
時
代
の
満
鉄
経
営
に
象
徴
さ
れ

る
植
民
地
主
義
の
実
態
を
剔
抉
す
る
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
と
も
い
え
よ

う
。こ

の
よ
う
に
「
断
片
三
」
は
、
自
己
の
療
養
体
験
を
通
じ
て
中
島
に
社
会
と
東

ア
ジ
ア
の
他
者
と
の
関
わ
り
を
強
く
意
識
さ
せ
、
同
時
代
に
生
き
る
人
間
像
を
追

究
す
る
文
学
的
な
方
法
を
獲
得
さ
せ
た
。
そ
れ
は
別
府
の
満
鉄
療
養
所
と
い
う

〈
外
地
〉
と
繫
が
る
場
所
に
こ
そ
見
出
さ
れ
た
表
現
の
試
み
で
も
あ
っ
た
。
中
島

に
と
っ
て
満
洲
か
ら
別
府
へ
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
へ
と
行
き
交
う
人
間
模
様
の
中

に
同
時
代
の
様
相
を
捉
え
よ
う
と
し
た
「
断
片
三
」
は
、
後
の
新
た
な
文
学
的
展

開
を
も
た
ら
す
源
泉
と
も
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
恢
復
の
場
と
し
て
の
〈
別
府
〉

も
と
よ
り
「
Ｂ
市
」
は
温
泉
地
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
は
春
の
到
来

と
と
も
に
「
北
」
か
ら
訪
れ
た
人
々
に
〈
恢
復
〉
を
も
た
ら
す
街
で
も
あ
る
。「
温

泉
」
の
効
能
に
よ
っ
て
、
再
び
精
気
を
取
り
戻
し
た
彼
ら
の
心
身
の
恢
復
を
、
随

所
に
自
然
風
景
を
織
り
交
ぜ
る
文
体
に
よ
り
、
街
の
様
子
と
そ
の
変
化
の
中
に
捉

え
て
い
る
。
移
り
ゆ
く
季
節
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
風
景
描
写
に
着
目
し
て
み
た

い
。

ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
の
手
欄
の
す
ぐ
上
ま
で
、
桜
が
す
れ
〳
〵
に
伸
び
上
つ
て
来

て
、
そ
の
白
く
匂
は
し
い
梢
の
間
を
蜂
が
ブ
ン
〳
〵
唸
り
な
が
ら
、
い
そ
が

し
く
と
び
ま
は
つ
て
居
た
。〔
中
略
〕
／
彼
は
苦
笑
し
て
、
煙
草
を
ふ
か
し

な
が
ら
、
ボ
ン
ヤ
リ
桜
と
街
と
海
と
の
白
い
風
景
を
眺
め
て
居
た
。（『
全
集

３
』
三
二
二
頁
）

「
桜
と
街
と
海
と
の
白
い
風
景
」
を
一
望
す
る
「
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
」
か
ら
の
眺
め

が
印
象
的
な
一
節
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
Ｂ
市
」
の
描
写
は
、
中
島
が
実
際
に
満

鉄
療
養
所
か
ら
眺
望
し
た
印
象
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。

当
時
の
様
子
が
偲
ば
れ
る
が
、
や
や
新
感
覚
派
の
影
響
も
感
じ
ら
れ
る
文
体
か
ら

は
、
こ
の
時
期
の
中
島
の
文
学
的
模
索
の
跡
も
見
て
と
れ
よ
う
。「
別
館
に
な
つ

て
居
る
日
本
間
」
に
滞
在
す
る
患
者
が
「
日
本
語
と
ロ
シ
ヤ
語
と
チ
ャ
ン
ポ
ン
で

話
し
合
つ
て
居
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
際
色
豊
か
な
雰
囲
気
の
中
で
療
養
生
活

を
送
る
人
々
の
様
子
が
、
彼
ら
の
用
い
る
言
語
の
様
相
に
も
映
し
出
さ
れ
て
い

る
。
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ま
た
、
中
島
は
「
断
片
三
」
の
「
二
、」
に
お
い
て
、
朝
の
「
療
養
所
」
の
「
風

呂
場
」
の
様
子
も
丁
寧
に
写
実
し
て
い
る
。
多
少
の
脚
色
も
あ
ろ
う
が
、
当
時
の

満
鉄
療
養
所
の
浴
場
の
様
子
を
伝
え
る
描
写
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

マ
マ

風
呂
場
に
は
誰
も
居
な
か
つ
た
。
八
塁
位
の
広
さ
の
湯
殿
の
中
央
を
一
坪

あ
ま
り
〔
に
〕
し
き
つ
た
湯
壺
で
、
そ
の
〔
み
ん
な
〕
た
ゝ
き
で
か
た
め
た

湯
船
の
底
か
ら
、
澄
明
な
温
湯
が

マ
マ

々
と
湧
き
出
て
、
絶
え
ず
〔
湯
船
の
外

に
〕
あ
ふ
れ
出
て
流
れ
去
る
の
で
あ
る
。
天
井
と
両
側
に
つ
い
た
す
り
が
ら

す
の
窓
か
ら
射
し
入
る
白
い
光
の
底
で
、
丁
度
加
減
の
い
ゝ
湯
に
首
ま
で
、

つ
か
り
な
が
ら
、
さ
ら
〳
〵
と
湯
の
〔
溢
れ
〕
流
れ
て
行
く
音
を
聞
く
の
で

ユ

あ
つ
た
。
彼
は
〔
頭
を
あ
ほ
む
け
に
湯
船
の
縁
に
の
せ
、〕
湯
の
中
で
上
か

ら
は
妙
に
屈
折
し
て
、
不
具
の
様
に
短
か
く
白
く
見
え
る
手
足
を
思
ひ
切
り

の
ば
し
て
見
た
。
さ
う
す
る
と
、
も
う
病
気
が
治
つ
た
と
い
ふ
気
持
が
、
春

が
近
づ
い
た
と
い
ふ
事
実
と
共
に
今
更
の
様
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
た
。

（『
全
集
３
』
三
一
七
〜
三
一
八
頁
）

こ
う
し
て
春
の
訪
れ
と
と
も
に
「
も
う
病
気
が
治
つ
た
」
と
い
う
実
感
を
綴
っ

た
文
章
は
、
か
つ
て
大
連
で
の
入
院
生
活
を
写
し
取
っ
た
「
断
片
一
」
と
は
明
ら

か
に
雰
囲
気
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う

に
、「
断
片
一
」
は
満
洲
の
十
月
に
「
Ｍ
病
院
」
に
入
院
し
た
体
験
を
記
し
た
も

の
だ
が
、「
肋
膜
炎
」
と
診
断
さ
れ
た
自
身
の
現
在
を
、
隣
の
病
床
で
亡
く
な
っ

た
母
親
を
看
取
る
子
ど
も
の
様
子
や
、
数
日
前
に
一
緒
に
将
棋
を
指
し
た
男
の
突

然
の
死
な
ど
と
重
ね
な
が
ら
静
か
に
見
つ
め
て
い
る
。
夜
に
な
る
と
病
室
に
入
り

込
ん
で
く
る
「
蛾
」
の
様
子
を
眺
め
る
な
ど
無
聊
に
苦
し
む
一
方
で
、
看
護
婦
な

ど
の
周
囲
の
人
物
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
深
く
求
め
る
余
裕
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
冒
頭
に
「
之
は
小
説
で
は
な
い
。
た
ゞ
物
を
淡
々
と
描
写
し
よ
う
と
す
る
練

習
に
す
ぎ
な
い
」
と
宣
言
さ
れ
た
よ
う
に
「
淡
々
」
と
し
た
筆
致
で
素
描
さ
れ
た

三
章
か
ら
成
る
断
片
で
あ
っ
た
。

全
体
と
し
て
傾
向
の
異
な
る
二
つ
の
断
片
で
あ
る
が
、
次
の
「
断
片
一
」
に
描

か
れ
た
「
窓
」
か
ら
眺
め
た
葉
越
し
の
「
海
」
の
風
景
描
写
に
は
注
目
す
べ
き
点

が
あ
る
。歩

け
る
様
に
な
つ
て
初
め
て
、
窓
か
ら
外
を
眺
め
る
事
が
出
来
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
ね
な
が
ら
蒼
穹
の
一
部
を
望
む
こ
と
が
出
来
た
ゞ
け
で
あ
つ
た

が
、
窓
か
ら
の
ぞ
く
と
、
そ
の
空
の
下
に
す
ぐ
つ
ゞ
い
て
、
海
が
見
え
た
。

そ
の
向
ふ
側
に
は
大
和
尚
の
山
々
も
見
え
た
。
そ
し
て
す
ぐ
下
に
は
ご
み
ご

み
し
た
支
那
人
町
だ
の
、
所
々
に
高
く
立
つ
洋
風
の
家
々
の
交
つ
た
大
連
の

町
が
見
え
た
。
私
は
ベ
コ
ニ
ヤ
の
鉢
を
一
つ
か
つ
て
そ
れ
を
窓
際
に
置
い

た
。
そ
し
て
、
そ
の
や
ゝ
紅
味
が
ゝ
つ
た
葉
越
に
港
を
眺
め
た
り
、
町
の
灯

を
望
ん
だ
り
す
る
の
を
日
課
の
一
つ
に
し
た
。（『
全
集
３
』
三
一
〇
頁
）

こ
の
場
面
と
次
の
「
断
片
三
」
に
お
け
る
「
Ｂ
市
」
の
「
海
」
を
描
写
し
た
一

節
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
と
く
に
「
窓
」
か
ら
「
外
」
の
風

景
を
眺
め
、
目
前
の
植
物
越
し
に
「
海
」
が
見
え
る
構
図
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。

〔
二
階
の
一
番
東
側
の
部
屋
の
〕
学
生
の
井
口
は
や
つ
と
眼
を
覚
す
。
薄
樺

色
の
カ
ー
テ
ン
の
洩
間
か
ら
、
午
近
い
陽
が
明
る
い
縞
に
な
つ
て
、
彼
の
顔

マ
マ

ひ

に
ふ
り
注
ぐ
と
、
彼
は
、
う
る
さ
ゝ
う
に
、
枕
の
位
地
を
か
へ
て
、
陽
を
さ

け
、
近
く
の
卓
子
の
上
に
〔
已
に
〕
置
い
て
あ
る
新
聞
紙
を
取
つ
て
、
ね
た

ま
ゝ
拡
げ
て
読
み
は
ぢ
め
る
。
読
み
終
る
と
、
や
つ
と
起
上
つ
て
、
ベ
ッ
ド

を
下
り
、
窓
際
に
行
つ
て
、
カ
ー
テ
ン
を
上
げ
る
。
明
る
い
光
が
、
壁
に
つ

い
た
銀
色
の
鏡
や
水
道
栓
や
、
真
白
な
洗
面
器
に
直
接
に
あ
た
つ
て
、
ひ
ど

く
、
ま
ぶ
し
い
。
外
を
見
る
と
、
窓
近
く
の
び
た
、
桜
の
枝
を
透
し
て
、

〔
ず
つ
と
下
に
〕
ゴ
ミ
〳
〵
し
た
Ｂ
温
泉
町
の
家
並
の
向
ふ
に
、
海
が
薄
白

い
刃
物
の
様
に
光
つ
て
居
る
。（『
全
集
３
』
三
一
六
〜
三
一
七
頁
）
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大
連
と
「
Ｂ
市
」
の
「
窓
」
か
ら
見
え
る
「
海
」
は
、
共
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

主
人
公
の
視
線
の
先
に
見
出
さ
れ
て
い
る
。「
断
片
一
」
に
お
け
る
大
連
の
「
海
」

の
様
子
と
比
べ
る
と
、「
断
片
三
」
の
「
Ｂ
市
」
の
「
海
」
の
描
写
は
、
日
光
の

明
る
さ
が
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
大
連
医
院
か
ら
別
府
の
満
鉄
療
養

所
へ
の
転
院
に
よ
る
心
身
の
恢
復
が
、
こ
う
し
た
全
体
的
な
明
度
の
相
違
に
も
表

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
「
窓
」
か
ら
の
眺
め
は
、
大
連
の
秋
か
ら
、
や
が
て
「
Ｂ
市
」
の
春

の
様
子
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
。〈
外
地
〉
か
ら
〈
内
地
〉
へ
の
移
動
に
重
ね

て
季
節
の
推
移
を
描
く
方
法
は
、
後
年
「
自
分
は
作
家
と
な
る
べ
く
生
れ
つ
い
て

い
る
」
と
の
「
信
念
」
を
抱
き
な
が
ら
、
南
洋
サ
モ
ア
の
陽
光
の
中
に
結
核
で
斃

れ
る
Ｒ
・
Ｌ
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
晩
年
を
描
い
た
長
篇
「
光
と
風
と
夢
」
に

チ
エ
ス

お
い
て
、
と
き
に
「
将
棋
」
を
指
し
た
り
も
し
た
二
階
の
「
病
室
」
の
場
面
（『
全

集
１
』
一
四
一
頁
）
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

昨
夜
も
私
は
長
い
こ
と
ヹ
ラ
ン
ダ
に
出
て
、
荒
い
風
と
、
そ
れ
に
交
る
雨

粒
と
に
身
を
さ
ら
し
て
ゐ
た
。
今
朝
も
斯
う
や
つ
て
強
い
風
に
逆
ら
つ
て
立

つ
て
ゐ
る
。
何
か
烈
し
い
も
の
、
兇
暴
な
も
の
、
嵐
の
や
う
な
も
の
に
、
ぐ�

つ�

と
ぶ
つ
つ
か
つ
て
行
き
た
い
の
だ
。
さ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
分
を

一
つ
の
制
限
の
中
に
閉
込
め
て
ゐ
る
殻
を
叩
き
つ
ぶ
し
た
い
の
だ
。
何
と
い

ふ
快
さ
だ
ら
う
！

四
大
の
峻
烈
な
意
志
に
逆
ら
つ
て
、
雲
と
水
と
丘
と
の

間
に
屹
然
と
独
り
目
覚
め
て
あ
る
こ
と
は
！

私
は
次
第
に
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な

気
持
に
な
つ
て
行
つ
た
。〔
中
略
〕
明
る
さ
が
次
第
に
、
野
に
丘
に
海
に
加

は
つ
て
行
く
。
何
か
起
る
に
違
ひ
な
い
。
生
活
の
残
渣
や
挟
雑
物
を
掃
出
し

て
呉
れ
る
何
か
が
起
る
に
違
ひ
な
い
と
い
ふ
欣
ば
し
い
予
感
に
、
私
の
心
は

膨
れ
て
ゐ
た
。（『
全
集
１
』
二
一
四
頁
。
傍
点
原
文
。
以
下
同
じ
）

「
病
室
」
の
「
窓
」
か
ら
「
ヴ
ェ
（
ヹ
）
ラ
ン
ダ
」
へ
の
動
き
そ
の
も
の
が
主

人
公
の
心
身
の
恢
復
へ
の
過
程
を
体
現
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
た
ち
が
い

ず
れ
も
「
病
室
」
の
「
窓
」
と
、
そ
し
て
「
ヴ
ェ
（
ヹ
）
ラ
ン
ダ
」
を
経
て
、
大

連
か
ら
別
府
、
そ
し
て
サ
モ
ア
の
「
海
」
な
ど
の
自
然
に
投
影
す
る
心
象
の
描
写

は
、
中
島
文
学
の
主
題
の
成
立
と
そ
の
表
現
方
法
や
展
開
を
示
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
直
後
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
が
現
地
の
自
然
の
中
で
超
越
的
な
体
験
を
す

る
場
面
の
原
風
景
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
断
片
一
」
や
「
断
片
三
」
に
描
か
れ
た
風
景
描
写
は
、
や
が
て
自
己
の
鬱
屈

し
た
内
面
の
み
な
ら
ず
「
窓
」
の
「
外
」
に
生
き
る
人
々
の
諸
相
を
写
し
取
る
素

地
と
も
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
「
窓
」
や
「
ヴ
ェ
（
ヹ
）
ラ
ン
ダ
」
は
、
満
鉄
の

公
傷
・
疾
病
社
員
や
中
国
、
サ
モ
ア
の
人
々
な
ど
、〈
外
地
〉
と
の
関
わ
り
で
世

界
を
捉
え
る
入
り
口
で
あ
り
、
足
が
か
り
と
な
る
場
で
も
あ
っ
た
。
後
年
、
中
原

大
戦
下
の
中
国
を
舞
台
と
す
る
「
北
方
行
」
や
、
サ
モ
ア
を
舞
台
に
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
の
角
逐
の
経
緯
を
織
り
込
ん
で
、
自
己
の
生
き
方
と
文
学
を

め
ぐ
っ
て
葛
藤
を
繰
り
広
げ
る
「
光
と
風
と
夢
」
の
主
題
も
ま
た
見
出
さ
れ
て
い

く
の
で
あ
る
。

次
の
「
光
と
風
と
夢
」
の
一
節
は
、
し
た
が
っ
て
大
連
医
院
や
満
鉄
療
養
所
の

㉙

「
窓
」
か
ら
、
サ
モ
ア
の
「
ヹ
ラ
ン
ダ
」
の
先
に
具
現
化
し
た
風
景
と
し
て
、
中

島
の
文
学
的
展
開
の
か
た
ち
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

や
が
て
眼
下
の
世
界
が
一
瞬
に
し
て
相
貌
を
変
じ
た
。
色
無
き
世
界
が
忽

ち
に
し
て
、
溢
れ
る
ば
か
り
の
色
彩
に
輝
き
出
し
た
。（『
全
集
１
』二
一
四
頁
）

「
淡
々
と
」
綴
る
「
練
習
」
に
始
ま
っ
た
中
島
文
学
の
出
発
点
は
、
別
府
滞
在

前
後
に
わ
た
る
第
一
高
等
学
校
の
休
学
期
間
を
経
て
、
や
が
て
『
校
友
会
雑
誌
』

に
掲
載
さ
れ
る
「
Ｄ
市
七
月
叙
景
㈠
」
な
ど
の
習
作
群
を
成
立
さ
せ
る
。
作
家
志

望
の
一
青
年
が
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
を
背
景
に
自
ら
の
身
体
を
蝕
む
病
と
闘

い
な
が
ら
、
文
学
を
通
じ
て
芸
術
的
な
達
成
を
目
論
み
、
己
の
精
神
の
恢
復
と
変

貌
と
を
願
う
中
島
文
学
の
原
形
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
中
島
が
別
府
の
満
鉄
療
養
所
の
「
窓
」
か
ら
眺
め
た
眼
下
の
別
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府
湾
の
風
景
は
、
後
に
「
光
と
風
と
夢
」
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
が
病
と
闘
い
な

が
ら
、
自
己
の
変
革
を
翹
望
す
る
内
面
を
生
み
出
し
て
く
母
胎
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
第
一
高
等
学
校
休
学
前
後
の
身
体
を
蝕
む
病
と
の
闘
い
の
中
で
、
自
ら
の

文
学
の
か
た
ち
を
め
ぐ
っ
て
模
索
す
る
中
島
は
、
後
の
「
光
と
風
と
夢
」
に
お
い

て
「
一
瞬
の
奇
蹟
を
眼
下
に
見
な
が
ら
、
私
は
、
今
こ
そ
、
私
の
中
な
る
夜
が
遠

く
遁
逃
し
去
る
の
を
快
く
感
じ
て
ゐ
た
」
と
の
一
節
を
書
き
記
す
。
こ
う
し
た
表

現
は
、
別
府
で
の
療
養
体
験
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

危
機
を
乗
り
越
え
た
先
に
広
が
る
眼
下
の
「
海
」
の
風
景
は
、
中
島
文
学
の
さ
ら

な
る
深
化
を
促
し
、
や
が
て
〈
南
洋
〉
へ
と
向
か
う
文
学
的
展
開
を
予
告
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
別
府
の
満
鉄
療
養
所
を
舞
台
と
す
る
「
断
片
三
」
に
は
、

そ
う
し
た
中
島
文
学
の
特
質
と
可
能
性
が
早
く
も
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

五
、〈
満
鉄
批
判
〉
の
場
と
し
て
の
「
療
養
所
」

「
断
片
三
」
で
は
、「
Ｂ
市
」
の
「
療
養
所
」
に
集
う
人
々
の
様
子
を
眺
め
る

「
井
口
」
の
眼
差
し
が
印
象
的
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
「
療
養
所
」
は
束
の
間
の

安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
将
来
へ
の
不
安
も
ま
た
顕
在
化
す

る
場
所
と
し
て
あ
っ
た
。「
療
養
所
」
の
患
者
た
ち
も
、
再
び
満
洲
へ
赴
く
不
安

を
隠
せ
ず
、「
Ｍ
社
」
へ
の
不
満
を
口
々
に
語
っ
て
い
る
。
以
下
は
、
そ
う
し
た

人
々
の
声
で
あ
る
。

Ｍ
社
は
之
以
上
何
を
し
て
く
れ
る
だ
ら
う
。〔
中
略
〕一
体
ど
う
な
る
ん
だ
。

女
房
は
。
子
供
達
は
。（『
全
集
３
』
三
二
四
頁
）

再
び
Ｍ
社
に
使
つ
て
貰
へ
る
か
、
ど
う
か
、
彼
自
身
に
も
ひ
ど
く
疑
問
だ
つ

た
。
と
に
か
く
、
今
暫
く
し
て
か
ら
、
満
洲
に
か
へ
つ
て
、
社
の
医
員
に
調

べ
ら
れ
た
上
で
き
ま
る
こ
と
だ
。
も
し
、
そ
れ
で
使
つ
て
貰
へ
な
か
つ
た
ら

（『
全
集
３
』
三
二
四
頁
）

他
に
も
「
Ｍ
社
の
く
れ
る
涙
金
な
ん
か
、
し
れ
た
も
の
だ
」（『
全
集
３
』
三
二

四
頁
）
と
い
っ
た
労
働
者
た
ち
の
憤
懣
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
Ｍ
社
」
に
自
ら
の

運
命
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
先
の
見
え
な
い
不
安
の
中
に
生
活
せ

ざ
る
を
得
な
い
患
者
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
「
断
片
」
で
は
あ
る
が
、
巨
大
資
本
の
下
で
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら

れ
、
組
織
の
前
で
は
無
力
で
し
か
な
い
労
働
者
の
姿
が
「
井
口
」
の
透
徹
し
た
眼

差
し
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
満
鉄
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の
内
面
が
確

か
に
掬
い
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、「
断
片
三
」
は
満
洲
に

お
け
る
植
民
地
主
義
を
支
え
た
鉄
道
産
業
の
非
情
さ
を
、「
療
養
所
」
と
い
う
束

の
間
の
休
息
の
場
か
ら
剔
抉
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
中
島
が
幼
少
の
頃
か
ら

〈
外
地
〉
で
の
生
活
の
中
に
感
受
し
て
い
た
認
識
が
こ
う
し
た
筆
致
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
断
片
三
」
の
末
尾
の
「
六
」
は
、
い
つ
し
か
「
桜
」
の
季
節
が
過
ぎ
去
り
、

初
夏
を
迎
え
た
「
療
養
所
」
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
次
の
冒
頭
部

以
降
、
中
島
の
筆
は
折
ら
れ
、
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。

五
月
に
な
る
と
、
も
う
、
人
々
の
満
洲
に
か
へ
る
時
期
が
近
づ
く
の
で
あ

つ
た
。
彼
等
は
互
に
、
か
へ
つ
た
上
の
向
ふ
で
の
計
画
な
ど
語
り
あ
つ
て
居

た
。（『
全
集
３
』
三
二
五
頁
）

患
者
た
ち
の
「
Ｍ
社
」
へ
の
「
疑
問
」、
そ
し
て
「
絶
望
的
」
な
「
い
ら
だ
た

マ
ナ
ザ
シ

し
さ
」
に
充
ち
た
「
視
線
」
の
行
き
場
の
な
さ
は
、
こ
れ
か
ら
初
夏
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
「
Ｂ
市
」
の
風
景
の
明
る
さ
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
生
活
の
た
め
に

再
び
渡
満
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働
者
の
姿
を
通
し
て
、
満
鉄
療
養
所
の
新
設

と
い
っ
た
会
社
の
厚
生
施
策
の
陰
で
、
新
た
な
葛
藤
に
直
面
す
る
「
公
傷
社
員
」

ら
の
現
実
的
な
問
題
を
照
出
し
よ
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
満
洲
へ
の
〈
帰
還
〉
を

め
ぐ
る
相
剋
と
そ
れ
に
伴
う
諦
念
と
を
中
島
な
り
に
描
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
別
府
で
の
療
養
体
験
は
、
中
島
に
別
府
を
満
洲
と
の
つ
な
が
り
で
描
く
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新
た
な
視
座
を
も
た
ら
し
、
自
ら
の
文
学
を
め
ぐ
る
省
察
の
機
会
を
与
え
た
の
で

あ
る
。

中
島
は
別
府
を
離
れ
た
後
に
、
さ
ら
に
千
葉
県
の
保
田
近
郊
へ
転
地
し
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
す
で
に
触
れ
た
通
り
、
第
一
高
等
学
校
の
『
校
友
会
雑
誌
』
に

「
満
鉄
総
裁
」
を
モ
デ
ル
に
、
そ
の
人
物
像
や
経
営
ぶ
り
を
戯
画
化
し
た
「
Ｄ
市

七
月
叙
景
㈠
」
が
掲
載
さ
れ
る
。「
断
片
三
」
の
「
四
」
に
は
、
す
で
に
「
Ｍ
社

総
裁
の
話
、
彼
の
事
業
に
対
す
る
方
針
に
つ
い
て
。
そ
の
節
約
ぶ
り
に
つ
い
て
、

マ
マ

そ
れ
か
ら
、
最
後
に
彼
等
の
最
も
関
心
事
で
あ
る
、
社
員
陶
汰
の
意
向
に
つ
い

て
、
…
…
…
…
」（『
全
集
３
』
三
二
三
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
自
身

の
療
養
中
の
見
聞
を
基
に
「
満
鉄
総
裁
」
の
姿
を
戯
画
化
し
、
い
わ
ば
〈
満
鉄
批

判
〉
を
繰
り
広
げ
よ
う
と
す
る
構
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

ま
た
中
島
の
描
い
た
「
療
養
所
」
は
、
そ
こ
に
集
う
人
物
か
ら
「
悲
し
い
文
学

論
」
を
聞
か
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。「
プ
ロ
〔
レ
タ
リ
ヤ
〕
文
学
も
、
い
ゝ

の
は
い
ゝ
ん
で
す
け
ど
、
悪
い
の
は
と
て
も
、
か
な
ひ
ま
せ
ん
わ
ね
」（『
全
集

３
』
三
二
二
頁
）
と
い
っ
た
会
話
を
耳
に
し
た
「
井
口
」
の
「
苦
笑
」
す
る
様
子

か
ら
は
、
中
島
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
の
距
離
感
も
垣
間
見
ら
れ
る
。「
断
片

三
」
に
は
「
Ｍ
会
社
」
へ
の
疑
念
が
生
じ
て
い
く
労
働
者
の
実
感
の
中
に
満
鉄
へ

の
批
判
を
盛
り
込
も
う
と
し
た
一
方
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
相
対
化
す
る
姿

勢
も
あ
わ
せ
て
指
摘
で
き
、
中
島
の
当
時
の
文
学
的
立
場
を
措
定
す
る
上
で
興
味

深
い
。

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
島
の
「
断
片
三
」
に
は
満
洲
政
策
に
象
徴
さ
れ

る
同
時
代
の
植
民
地
主
義
を
背
景
に
、
満
鉄
経
営
の
あ
り
よ
う
を
批
判
的
に
捉
え

る
場
と
し
て
〈
別
府
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
を
舞
台
に
中
島
文
学
の
新

た
な
広
が
り
が
示
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
〈
外
地
〉
と
〈
内
地
〉
を
往
還
す
る
想
像

力
は
、
や
が
て
「
Ｄ
市
七
月
叙
景
㈠
」「
北
方
行
」
な
ど
の
社
会
性
を
伴
っ
た
習

作
群
を
生
み
出
し
て
い
く
。
別
府
の
満
鉄
療
養
所
の「
窓
」か
ら
広
が
る
風
景
は
、

や
が
て
中
島
に
〈
南
洋
〉
へ
の
憧
憬
を
も
た
ら
し
、
後
年
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の

サ
モ
ア
行
を
描
い
た
「
光
と
風
と
夢
」
へ
と
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し

た
中
島
文
学
の
出
発
点
に
〈
別
府
〉
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
重
視
さ
れ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

中
島
敦
の
「
断
片
三
」
は
、
第
一
高
等
学
校
在
学
中
に
肋
膜
炎
治
療
の
た
め
滞

在
し
た
別
府
の
満
鉄
療
養
所
を
舞
台
に
し
て
い
る
。
こ
の
療
養
所
は
、
当
時
の
満

鉄
の
鉄
道
敷
設
事
業
と
軌
を
一
に
し
て
、
公
傷
・
疾
病
社
員
の
た
め
に
新
設
さ
れ

た
厚
生
施
設
で
あ
り
、「
一
般
社
員
」
の
み
な
ら
ず
そ
の
家
族
や
満
洲
関
係
者
に

も
加
療
の
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
島
も
お
そ
ら
く
父
・
田
人
や
関
東

庁
の
官
吏
で
あ
っ
た
叔
父
・
比
多
吉
の
縁
故
で
入
所
し
た
と
思
わ
れ
る
。

「
断
片
三
」
に
は
、
そ
う
し
た
療
養
所
で
の
満
鉄
関
係
者
ら
と
の
関
わ
り
を
通

じ
て
、
当
時
の
満
鉄
経
営
の
実
態
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
過
酷
な
労
働
に
従
事
す

る
人
々
の
様
子
が
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
療
養
所
の
様
子
な
ど
、
実
際
の
入
所
者

に
し
か
書
け
な
い
記
述
も
多
く
見
ら
れ
る
。
舞
台
設
定
な
ど
は
概
ね
事
実
に
即
し

な
が
ら
、「
練
習
」
と
し
て
自
ら
の
療
養
体
験
を
も
と
に
描
い
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
の
満
鉄
療
養
所
を
舞
台
に
、
当
時
の
満
鉄
を
批
判
的
に
相
対
化
し
た
文
章
と

し
て
評
価
で
き
よ
う
。
日
本
の
版
図
拡
大
を
背
景
に
、〈
外
地
〉
と
〈
内
地
〉
を

繫
ぐ
療
養
地
と
し
て
の
別
府
開
発
の
動
き
と
も
連
動
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

「
断
片
三
」
に
描
か
れ
た
〈
別
府
〉
に
は
日
本
の
満
洲
政
策
の
裏
面
が
映
し
出
さ

れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

中
島
に
と
っ
て
〈
別
府
〉
は
、
自
ら
の
病
と
向
き
合
い
な
が
ら
将
来
の
文
学
像

を
模
索
す
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。「
断
片
三
」
に
は
後
の
習
作
へ
と
繫
が
る
表
現

方
法
が
早
く
も
散
見
さ
れ
る
。「
断
片
三
」
に
お
け
る
新
感
覚
派
的
な
表
現
や
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
も
影
響
を
受
け
た
テ
ー
マ
設
定
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同

時
代
の
文
学
思
潮
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
し
、
今
後
の
文
学
の
か
た
ち
を
見
定
め

よ
う
と
す
る
出
発
期
の
模
索
の
様
相
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
後
に
「
Ｄ
市
七
月
叙
景
㈠
」
や
「
北
方
行
」
な
ど
の
作
品
に
お
い
て
、
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国
際
的
な
視
点
か
ら
東
ア
ジ
ア
社
会
に
生
き
る
人
間
像
の
探
究
の
試
み
へ
と
具
体

化
す
る
。
中
島
文
学
の
特
質
と
そ
の
後
の
展
開
の
源
泉
が
、
す
で
に
「
断
片
三
」

に
伏
在
し
て
い
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

中
島
は
さ
ら
に
後
年
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
サ
モ
ア
行
に
取
材
し
た
「
光
と

風
と
夢
」
の
中
で
、
自
己
の
文
学
を
め
ぐ
る
模
索
や
存
在
論
的
不
安
か
ら
の
脱
却

を
企
図
す
る
主
人
公
の
姿
を
描
い
た
。
そ
の
精
神
的
〈
変
貌
〉
の
過
程
を
描
く
場

面
は
、
か
つ
て「
断
片
三
」で
試
み
た
表
現
方
法
に
基
づ
い
て
い
る
。
中
島
の〈
別

府
〉
滞
在
が
、
そ
の
後
の
中
島
文
学
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
大
き

い
と
い
え
よ
う
。〈
別
府
〉
で
の
療
養
体
験
を
基
盤
に
自
ら
の
文
学
を
開
花
さ
せ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
拙
論
中
に
は
調
査
不
足
か
ら
く
る
誤
り
等
も
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
御
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
中
島
と
別
府
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

付
記

中
島
敦
の
文
章
の
底
本
は
、『
中
島
敦
全
集
』
全
三
巻
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇

一
年
十
月
十
日
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
二
十
日
、
二
〇
〇
二
年
二
月
二
十
日
）
と

し
、
引
用
は
全
て
こ
れ
に
拠
っ
た
（『
全
集
１
』
な
ど
と
略
記
し
た
）。
引
用
の
際

は
、
原
則
と
し
て
ル
ビ
・
傍
点
・
旧
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
旧
漢
字
は
新

漢
字
へ
改
め
た
。

謝
辞

別
府
大
学
図
書
館
報
『
ア
ル
ゴ
ノ
ー
ト
』
所
載
の
中
島
敦
関
係
資
料
は
、
前
別

府
大
学
附
属
図
書
館
長
の
仲
嶺
真
信
先
生
に
ご
教
示
頂
い
た
。
閲
覧
に
際
し
て

は
、
別
府
大
学
附
属
図
書
館
長
の
浅
野
則
子
先
生
に
便
宜
を
図
っ
て
頂
い
た
。
記

し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註

①
鷺
只
雄「
中
島
敦
年
譜
」（
筑
摩
書
房
版
第
三
次『
中
島
敦
全
集
別
巻
』所
収
、

筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
・
五
・
二
〇
）
五
一
三
頁
。

②
吉
村
彌
生「
中
島
家
の
人
々
」（
田
鍋
幸
信
編
著『
中
島
敦
・
光
と
影
』所
収
、

新
有
堂
、
一
九
八
九
・
三
・
一
）
一
六
七
頁
。

③
田
鍋
幸
信
編
「
中
島
敦
年
譜
」（
梶
井
基
次
郎
・
牧
野
信
一
・
中
島
敦
・
嘉
村

礒
多
・
内
田
百
閒
・
中
勘
助
・
広
津
和
郎
・
瀧
井
孝
作
・
網
野
菊
・
丸
岡

明
・
森
茉
莉
著
『
昭
和
文
学
全
集
』
第
７
巻
所
収
、
小
学
館
、
一
九
八
九
・

五
・
一
）
一
一
五
八
頁
。

④
勝
又
浩
「
中
島
敦
年
譜
」（
ち
く
ま
文
庫
版
『
中
島
敦
全
集
３
』
所
収
、
筑
摩

書
房
、
一
九
九
三
・
五
・
二
四
）
四
四
八
頁
。

⑤
註
①
に
同
じ
。
四
九
八
頁
。

⑥
郡
司
勝
義
編「
年
譜
」（
筑
摩
書
房
版
第
二
次『
中
島
敦
全
集
』第
三
巻
所
収
、

筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
・
九
・
三
〇
、
第
一
二
刷＝

一
九
九
二
・
一
二
・
三

〇
）
七
六
六
頁
。

⑦
齋
藤
勝
「
Ｃ

参
考
文
献
」（『
中
島
敦
書
誌
』〈
近
代
文
学
書
誌
大
系
４
〉
所

収
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
七
・
六
・
三
〇
）
一
三
五
頁
。

⑧
「
第
五
節

衛
生
施
設
」「
第
八
章

地
方
施
設
」「
第
二
編

会
社
の
事
業
」

（『
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
二
十
年
略
史
』
所
収
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、

一
九
二
七
・
四
・
一
）
三
一
一
〜
三
一
二
頁
。

⑨
前
註
に
同
じ
。
三
一
二
〜
三
一
三
頁
。

⑩
筑
摩
書
房
版
第
三
次
『
中
島
敦
全
集
別
巻
』
に
再
録
。
一
九
八
〜
二
〇
〇
頁
。

⑪
小
題
「
別
府
と
中
島
敦
」（「
小
山
政
憲
先
生
に
き
く

旧
友
中
島
敦
と
そ
の

文
学（
上
）」『
ア
ル
ゴ
ノ
ー
ト
』（
別
府
大
学
図
書
館
報
）№
６
、
一
九
八
二
・

一
〇
・
一
）
四
頁
。

⑫
前
註
に
同
じ
。
四
〜
五
頁
。
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⑬
「
第
三
十
一
節

満
鉄
別
府
療
養
所
」「
第
二
十
一
章

名
所
旧
蹟
」（
別
府
市

教
育
会
編
『
別
府
市
誌
』
所
収
、
別
府
市
教
育
会
、
一
九
三
三
・
八
・
二
五
）

五
〇
五
頁
。

⑭
河
野
昭
夫
「
１

旅
館
街
の
発
達
と
共
同
浴
場
」「
第
四
節

温
泉
町
へ
の
発

展
」「
第
一
章

近
代
化
の
み
ち
」「
第
四
編

今
日
に
生
き
る
」（『
別
府
市

誌
』
所
収
、
別
府
市
役
所
、
一
九
八
五
・
三
・
八
）
四
七
九
〜
四
八
〇
頁
。

⑮
石
橋
英
雄
「
明
治
時
代
の
旅
館
」（
別
府
市
観
光
協
会
編
著
・
半
田
康
夫
編
集

責
任
『
別
府
温
泉
史
』〈
全
国
著
名
温
泉
史
叢
書
Ⅰ
〉
所
収
、
い
ず
み
書
房
、

一
九
六
三
・
二
・
一
）
三
三
一
〜
三
三
二
頁
参
照
。

⑯
「
第
二
節

中
国
本
土
お
よ
び
満
洲
に
お
け
る
開
発
機
関
」「
第
二
章

開
発

関
係
閉
鎖
機
関
」「
第
二
編

在
外
活
動
関
係
閉
鎖
機
関
」（
閉
鎖
機
関
整
理

委
員
会
編
『
閉
鎖
機
関
と
そ
の
特
殊
清
算
』
所
収
、
在
外
活
動
関
係
閉
鎖
機

関
特
殊
清
算
事
務
所
、
一
九
五
四
・
三
・
三
一
）
四
〇
三
頁
。

⑰
ソ
ラ
リ

カ
ル
メ
ラ
「
別
府
小
百
合
愛
児
園
概
要
奏
上
書
」（
大
分
県
弘
報
室

編
『
天
皇
陛
下
大
分
県
行
幸
録
』
所
収
、
大
分
県
庁
弘
報
室
、
一
九
五
〇
・

三
・
二
五
）
一
三
三
頁
。

⑱
「
ロ

療
養
所
」「
一

診
療
」「
第
五
節

衛
生
施
設
」「
第
八
章

地
方
施

設
」「
第
二
編

会
社
の
事
業
」（『
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
第
二
次
十
年
史
』

所
収
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、
一
九
二
八
・
七
・
二
五
）
一
二
二
四
頁
。

⑲
前
註
に
同
じ
。

⑳
註
⑧
に
同
じ
。
三
一
三
頁
。

㉑
「
第
５
節

温
泉
療
養
所
」「
第
４
章

保
健
」（
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
地
方

部
衛
生
課
編
『
南
満
洲
鉄
道
附
属
地
衛
生
概
況
（
昭
和
３
年
度
）』
所
収
、

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、
一
九
三
〇
・
三
・
三
〇
）
一
九
頁
。

㉒
前
註
に
同
じ
。

㉓
「
温
泉
療
養
」「
社
員
保
健
」「
第
七
節

衛
生
施
設
」「
第
七
章

地
方
経
営
」

「
第
二
編

会
社
の
事
業
」（『
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
三
十
年
略
史
』
所
収
、

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、
一
九
三
七
・
四
・
一
）
五
五
三
頁
。

㉔
稗
田
武
士
「
遊
覧
自
動
車
」（『
最
新
別
府
案
内
』
所
収
、
別
府
温
泉
案
内
出

版
部
、
一
九
二
四
・
八
・
一
）
八
二
頁
。

㉕
「
第
二
節

交
通
量
調
査
」「
第
二
十
九
章

別
府
都
市
計
画
」（
註
⑬
の
『
別

府
市
誌
』
所
収
）
五
九
九
頁
。
お
よ
び
註
⑭
の
『
別
府
市
誌
』
参
照
。
五
五

七
頁
。

㉖
註
⑭
の
『
別
府
市
誌
』
参
照
。
八
八
八
頁
。

㉗
川
村
湊
「
五
章

大
連
と
ハ
ル
ビ
ン
」（『
狼
疾
正
伝
―
中
島
敦
の
文
学
と
生

涯
』
所
収
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
・
六
・
三
〇
）
八
二
、
九
二
頁
。

㉘
川
村
湊
「〔
中
島
敦
入
門
〕
帝
国
に
抗
す
る
力
を
表
現
し
た
作
家
」（『
中
島
敦
』

〈
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
道
の
手
帖
〉
所
収
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
・
一
・

三
〇
）
五
頁
。

㉙
中
島
の
蔵
本
の
一
節
（J.A

.Sm
ith,R.L.Stevenson

（GreatLives

）.
London:D

uckw
orth,１９３７,pp.１３６

―１３７.

）と
の
関
連
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
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